ナチスによって断頭台へ送られた修道女　－シスター・マリア・レスティトゥータ by 伊藤, 富雄






























 1）Neugebauer, Wolfgang: Widerstand und Oposition. In: E.Tálos/E.Hanisch/W.Neugebauer/R.Sieder 




32 立命館経営学（第 45巻　第 2号）
シスター・マリア・レスティトゥータの経歴
　シスター・マリア・レスティトゥータ，俗名ヘレーネ・カフカはチェコ人のアントン・カフ
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事 件 の 概 要
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お　わ　り　に
　以上レスティトゥータに関して述べてきたが，オーストリアにおける反ナチ抵抗運動との関
わりで言えば，彼女には特定の抵抗運動グループとの関わりはない。ひとえに信仰故とは言え，
彼女が日常的に反ナチスの態度を取り，病院内の十字架を巡る事件でも毅然とした態度で意志
を貫いた事実は，彼女が反ナチ抵抗運動をおこなった一人であることを物語っている。ナチ体
制がレスティトゥータの事件を深刻に受けとめ，影響拡大を恐れ，「見せしめ」のために極刑
を与えたのはそれを逆の立場から物語るものである。
　聖女として蘇ったレスティトゥータ，ウィーンの幾つかの教会には彼女を称えるためのブロ
ンズ像が飾られ，ウィーン 20区のブリギッタ広場にある教会には「レスティトゥータ祭壇」
まで飾られている。1992年にはウィーン 5区に「マリア・レスティトゥータ館」と命名され
た市営住宅が建設され，彼女がかつて修道院派遣の看護婦として働いていた病院がある通りは
1995年以降，「シスター・マリア・レスティトゥータ小路」と改称，さらに 2000年には 20
区の地下鉄ハンデルスカイ駅前が「マリア・レスティトゥータ広場」と命名されている。
　2003年，レスティトゥータが子供時代を過ごしたウィーン 20区ブリギッテナウのギムジ
ウムの生徒たちが中心となってレスティトゥータを描いたミュージカル「レスティトゥータ――
ナチズムの暴力に抗した信仰」を上演し，CDも作られるほどの大きな反響を呼んだ。このこ
とは，聖人となったレスティトゥータの今日的意義，現代の若者にとってのレスティトゥータ
の魅力と意義とを考える上で一つの参考となるものである
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